
 

 

 

応 用 生 態 工 学 会 

第 ２ ３回 研 究 発 表 会 講 演 集 

日時：2019年（令和元年）9月27日（金）～30日（月） 

応 用 生 態 工 学 会 

会場：広島大学 東広島キャンパス（広島県東広島市） 



 

 

 

 

 

本資料は，応用生態工学会 第 23 回広島大会研究発表会の発表要旨をまとめたものである．それぞ

れの要旨は，査読を経ていない． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■後援 

国土交通省中国地方整備局，（公財）河川財団，（公社）土木学会中国支部， 

（一社）建設コンサルタンツ協会中国支部，日本緑化工学会，日本景観生態学会 
 

■応用生態工学会 第 23回広島大会 実行委員 

実行委員長   山本 民次（広島大学大学院教授） 

副実行委員長  末本 剛志(中電技術コンサルタント(株)) 

山原 康嗣(中電技術コンサルタント(株)) 

実行委員    赤松 良久(山口大学) 

乾 隆帝(福岡工業大学) 

内田 龍彦（広島大学） 

梅本 章弘(復建調査設計(株)) 

江口 憲((株)エイト日本技術開発) 

大森 誠紀(日本ミクニヤ(株)) 

加藤 淳司((株)建設環境研究所) 

國井 秀伸(島根大学) 

笹田 直樹((株)ウエスコ) 

佐貫 方城((株)ウエスコ) 

進藤 俊則((株)エイト日本技術開発) 

竹下 邦明(復建調査設計(株)) 

富田 智(日本ミクニヤ(株)) 

富本 啓介(日本ミクニヤ(株)) 

中田 和義(岡山大学) 

中坪 孝之(広島大学) 

西岡 昌秋((株)建設技術研究所) 

日置 佳之(鳥取大学) 

日比野 忠史(広島大学) 

藤谷 俊仁((株)建設環境研究所) 

松下 太郎((株)ウエスコ) 

峰松 勇二(中電技術コンサルタント(株)) 

山崎 篤実((株)荒谷建設コンサルタント) 

吉津 祐子((株)荒谷建設コンサルタント) 

若宮 慎二(復建調査設計(株)) 

渡辺 幸三(愛媛大学) 

青江 淳，柳川 憲子（応用生態工学会） 

（五十音順，敬称略） 
 

■応用生態工学会事務局 

〒102-0083東京都千代田区麹町 4-7-5 麹町ロイヤルビル 405号室 

TEL：03-5216-8401 FAX：03-5216-8520 



【会場】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年(令和元年) 9月27日（金）～ 30日（月） 

応用生態工学会第23回広島大会 

大会プログラム 

於 広島大学 東広島キャンパス 

（広島県東広島市鏡山一丁目） 

＜第23回総会・第23回研究発表会・自由集会・エクスカーション＞ 

(同時開催): 公開シンポジウム 

『ここまで進んだ生態系観測技術の最前線』 

【全体プログラム】 
■9月27日（金）－１日目－

・自由集会「グリーンインフラの推進に向けた現場技術者の役割」

9:30～11:30 生物圏科学研究科Ｃ棟 C314 

・自由集会「ウナギの保全と河川・水辺の自然再生の現状と課題」

9:30～11:30 生物圏科学研究科Ｃ棟 C316 

・自由集会「生物多様性の新たな世界目標（ポスト2020目標）と次期国家戦略のあり方を考える」

9:30～11:30 生物圏科学研究科Ｃ棟 C315 

・ポスター発表（コアタイムＡ）  11:30～12:30 大学会館大集会室 

・ポスター発表（コアタイムＢ）   13:30～14:30 大学会館大集会室 

・自由集会「河川・ダムに関するデータベースについての意見交換会」

15:00～17:00 生物圏科学研究科Ｃ棟 C314 

・自由集会「環境DNAに携わる・携わりたい実務者の集い」 15:00～17:00 生物圏科学研究科Ｃ棟 C316 

・自由集会「中小河川テキスト刊行に向けて」   15:00～17:00 生物圏科学研究科Ｃ棟 C315 

■9月28日（土）－２日目－

・口頭発表  9:00～12:00 生物圏科学研究科Ｃ棟 C206，C314，C316 

13:00～14:15 生物圏科学研究科Ｃ棟 C206，C314 

・若手の会「ランチミーティング2019」   12:00～13:00 生物圏科学研究科Ｃ棟 C316 

・自由集会「汽水域の環境と自然再生３」 13:00～15:00 生物圏科学研究科Ｃ棟 C316 

・自由集会「ダム湖・ダム河川の応用生態工学」 14:00～17:30 生物圏科学研究科Ｃ棟 C206 

・自由集会「田んぼのいきものをどうやって守っていくか？その４」

15:30～17:30 生物圏科学研究科Ｃ棟 C314 

・懇親会 18:00～20:00 西第２福利会館(食堂) 

■9月29日（日）－３日目－

・総会  10:10～11:10 理学研究科Ｅ棟 Ｅ102 

・発表賞表彰  11:30～12:00 理学研究科Ｅ棟 Ｅ102 

・公開シンポジウム「ここまで進んだ生態系観測技術の最前線」  13:00～17:00 理学研究科Ｅ棟 Ｅ102 

■9月30日（月）－エクスカーション－

・エクスカーション  9:00 「JR広島駅」集合，貸切バスにて出発 

温井ダム（見学）～広島西部山系砂防施設（見学）～太田川放水路汽水域干潟（見学） 

16：30 「JR広島駅」解散（道路交通事情により到着時間が異なります．） 
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【会 場】 

〈研究発表・自由集会〉  

広島大学 東広島キャンパス 

（口頭発表・自由集会：生物圏科学研究科 C棟） 

（ポスター発表：大学会館） 

住所：〒739-8528広島県東広島市 

鏡山一丁目 4番 4 号，5号 
 

〈総会・公開シンポジウム〉 

広島大学 東広島キャンパス 

（理学研究科 E棟） 

住所：〒739-8526広島県東広島市鏡山一丁目 3番 1号 

 

〈懇親会会場〉 

広島大学 東広島キャンパス 

（西第 2福利会館） 
住所：〒739-0046広島県東広島市鏡山一丁目 7番 1号 

URL ：https://www.hiroshima-u.ac.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【会場までの主な交通機関】 

 

※バスの時刻表等は大学 HP に記載あり（https://www.hiroshima-u.ac.jp/access/higashihiroshima） 

 

至ＪＲ八本松駅 至ＪＲ西条駅 

広島大学キャンパスマップ 

付近のバス停 
（広大中央口） 

理学研究科 
E棟 

付近のバス停 
（山中池） 

西第 2福利会館 
(懇親会会場) 最寄りのバス停 

（大学会館前） 

大学会館 
(受付・ポスター発表会場) 

生物圏科学 
研究科 C棟 

(口頭発表会場) 
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－ 会場案内 － 

【広島大学東広島キャンパス 生物圏科学研究科Ｃ棟：口頭発表等会場】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男子トイレ

印刷室
学　生

ロッカー室

【３階】

Ｃ３１４
講義室

口頭発表会場
自由集会会場

Ｃ３１５
講義室

委員会会場
自由集会会場

Ｃ３１６
講義室

委員会会場
口頭発表会場
自由集会会場

Ｃ３０８
講義室

（企業展示）

Ｃ３０９
講義室

(休憩・談話室)

Ｃ３１０
講義室

（クローク）

C302
講義室

第　３
会議室

多目的トイレ

Ｃ２０５
講義室 女子

トイレ

【２階】
多目的トイレ

ミーティング
ルーム

Ｃ２０６
講義室

口頭発表会場
自由集会会場

情報処理
教 育 室

特任教員室
第　５
会議室

Ｃ３０１
講義室証明書自

動発行機

支援室
(学士課程)

女子
トイレ

2Fロビー

ＥＶ
トイレ

Ｃ２０１
講義室

非常勤
講師室

第　２
会議室

（委員会会場）
男子トイレ

出入口

出入不可

←

ポスター会場

３階 

２階 

※会場内に喫煙場所はありません 
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－ 会場案内 － 

【広島大学東広島キャンパス 大学会館：ポスター発表会場】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２階 

1 階 

※会場内に喫煙場所はありません 
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－ 会場案内 － 

【広島大学東広島キャンパス 理学研究科Ｅ棟：公開シンポジウム会場】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ１階 

エントランス 

１階 

Ｅ１０２ 
大講義室 

（公開シンポジウム会場） 

（総会・発表賞表彰会場） 

２階 

Ｅ２１０ 

講義室 

（幹事会・ 
理事会会場） 

 

※会場内に喫煙場所はありません 
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【 プログラム・会場対応表 】 
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PA-1

PA-2

PA-3

PA-4

PA-5

PB-1

PB-2

PB-3

PB-4

PB-5

PB-6

フクロウ調査におけるAIの活用に関する検討：事・審

○重吉実和(中央復建コンサルタンツ(株))・山内寛(同)・芦野洸介(同)

河川のミシシッピアカミミガメ生息調査におけるUAVの活用：事

【研究発表会・一般講演内容(ポスター発表)】

○石谷直渡(愛媛大学)・八重樫咲子(山梨大学)・Joeselle M. S.(愛媛大学/De La Salle University)・

Somar I. F.(愛媛大学/Central Luzon State University)・渡辺幸三(愛媛大学/De La Salle University)

9月28日(土) －2日目－ 　9:00～15:30　　[ 会場：大学会館大集会室 ]

9⽉27⽇ 11:30〜12:30
9⽉27⽇ 13:30〜14:30

セッションＡ ICT・AI
コアタイムB(発表番号末尾偶数番号)
コアタイムA(発表番号末尾奇数番号)

セッションＢ 環境ＤＮＡ

「○」発表者、タイトルの後の「研」は研究報告、「事」は事例報告、「審」は審査対象

ポスター発表　9月27日(金) －1日目－ 11:30～18:00　　[ 会場：大学会館大集会室 ] 

環境DNA分析における採水場所の違いが魚類種組成データに与える影響：研

○渡邊和希(龍谷大学/(株)エイト日本技術開発)・廣原嵩也(龍谷大学)・永峰義寛(中央復建コンサルタ
ンツ(株))・山内寛(同)・重吉実和(同)・芦野洸介(同)・山中裕樹(龍谷大学)

環境DNAを用いたコクチバスのダム湖内における分布の季節変遷の把握(七ヶ宿ダムの事例)：事・審

○増渕勝也(応用地質(株))・高橋一(国土交通省七ヶ宿ダム管理所)・工藤勝(同)・坂本正吾(応用地質
(株))・播磨さおり(同)・藤田大知(同)

奄美大島における環境DNAを用いたリュウキュウアユの生息分布と好適生息環境の解明：研・審

○河野誉仁(山口大学)・赤松良久(同)・久米元(鹿児島大学)・後藤益滋(日本工営中央研究所)・乾隆帝
(福岡工業大学)・栗田喜久(九州大学)

○山本大輔(矢作川研究所)・浜崎健児(同)・矢部隆(愛知学泉大学)・田村ユカ(名古屋大学)

AI画像解析による干潟生物の生息状況の予測手法の開発：研

○赤松良久(山口大学)・間普真吾(同)・乾隆帝(福岡工業大学)・小山彰彦(熊本大学)・鬼倉徳雄(九州
大学)

UAVによる空撮画像を用いた出水前後の砂州表層粒径分布変化の推定：事

○東善広(滋賀県琵琶湖環境科学研究センター)・水野敏明(同)・北井剛(滋賀県北部流域下水道事務
所)・小倉拓郎(東京大学)・淺野悟史(滋賀県琵琶湖環境科学研究センター)

天竜川のアユ産卵床分布調査における環境 DNA 分析の有効性評価：研・審

○高橋真司(東北大学)・兵藤誠(いであ(株))・山崎弘美(京都大学)・喜多村雄一(電源開発(株))・角哲也
(京都大学)・竹門康弘(同)

環境DNAバーコーディング解析を用いた河川水生昆虫の種多様性の解明　高知県四万十川を例とし
て ：研

○八重樫咲子(山梨大学)・細川大樹(愛媛大学)・渡辺幸三(同)

四万十川と仁淀川の環境DNA及び底生動物群集のメタバーコーディング解析：研・審

発信型GPSトラッカーTrackimoを用いた繁殖期におけるフクロウの行動圏把握：研・審

○兒嶋ひろみ(宇都宮大学)・守山拓弥(同)

【 研究発表会プログラム 】 
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全国47都道府県の河川・湖沼を対象とした電気伝導率の傾向把握に関する基礎的検討：研・審

○吉川慎平(大同大学)・鷲見哲也(同)

渓流域における堤高の異なる治山ダムと有機物の貯留量：研・審

○彭瑞欣(九州大学)・笠原玉青(同)

エンサイによる農業用貯水池の水質浄化：研・審

○上原敦((株)沖縄環境分析センター)・大城哲(同)・外間実貴(同)・真栄田義安(同)

日本全国の河川水温の経年変化：研・審

○野田洋二(熊本大学)・一柳英隆(同)・皆川朋子(同)

嘉瀬川ダム建設による物質輸送への影響：事

○伊豫岡宏樹(福岡大学)

セッションC ⽔質

描画を用いた「かわまちづくり」への意見聴取の実施 －有馬小学校の子どもが描いた“夢の川”の分
析及び他事例との比較－：研

○鶴田舞(土木研究所)

揖斐川・長良川の高水敷掘削後の土砂再堆積傾向の違いとその要因の分析：研・審

○角田美佳(岐阜大)・冨田浩生(同)・岩田奨平(岐阜県県土整備部)・原田守啓(岐阜大学)

植生流出を考慮した河岸侵食の進行過程に関する水理実験：研・審

○中村俊之(名古屋大学)・尾花まき子(同)・戸田祐嗣(同)・椿涼太(同)

「実践的な河川環境の評価・改善の手引き(案)」の活用状況と課題（速報）：事

○中村圭吾(土木研究所)・甲斐崇(四電技術コンサルタント(株))・早坂裕幸(いであ(株))・竹内えり子

(CTI)・平田真二((株)エコー)・黒石和宏((株)建設環境研究所)・後藤勝洋(リバ－フロント研究所)・福島

雅紀(国土技術政策総合研究所)・舟橋弥生(国土交通省)

セッションD 河川環境

○小笠原りさ(愛媛大学)・目崎文崇((株)エイト日本技術開発)・三宅洋(愛媛大学)

子供を河川に誘引する底生生物相の把握：研・審

大型鳥類からみた円山川自然再生事業地の評価－ワンド、緩傾斜水際、および副流路の機能－：
研・審

○植木祐次(兵庫県立大学)・佐川志朗(兵庫県立大学/兵庫県立コウノトリの郷公園)

水辺の小さな自然再生の普及による地域に根差した多様な川づくりの推進：事・審

○澤田みつ子(リバーフロント研究所/日本河川・流域再生ネットワーク)・和田彰(同)・後藤勝洋(同)・阿
部充(同)・佐治史(同)・土屋信行(同)

間欠流区間における底生動物・魚類の群集動態：水制の保全機能の検討：研・審

○角田康祐(愛媛大学)・三宅洋(同)・井上幹生(同)

Sediment microbial diversity and community composition of restored gravel bars in the Trinity
River, California：事・審

○Joeselle M. Serrana (Ehime University)・Bin Li (Ehime University/Shandong Normal University)･

Tetsuya Sumi(Kyoto University)・Yasuhiro Takemon(同)・Kozo Watanabe(Ehime University)
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メダカ類の水田ビオトープ利用―様々な年級群が棲めるビオトープの特徴―：研・審

○桐島杏莉(兵庫県立大学)・大逸優人(同)・田和康太(土木研究所)・佐川志朗(兵庫県立大学/兵庫県
立コウノトリの郷公園)

オオヨシキリAcrocephalus arundinaceusのソングポストの分布を指標としたビオトープの環境評価：事

○大竹邦暁(中電技術コンサルタント(株))・前川尚嗣(同)

豊岡盆地内に広域分布する26か所の水田ビオトープにおける水生動物群集 ～生物多様性保全に向
けた戦略的管理手法の提示～：研・審

○大逸優人(兵庫県立大学)・桐島杏莉(同)・田和康太(土木研究所)・佐川志朗(兵庫県立大学/兵庫県
立コウノトリの郷公園)

セッションE ハビタット

DHABSIMによる河川浚渫が魚類の生息状況に与える影響の予測とその検証：事

○関根雅彦(山口大学)・松永晋平(同)・増田健吾((株)日建技術コンサルタント)

セッションG ダム湖・ダム下流
嘉瀬川ダム完成後のダム湖周辺におけるテンの活動場所と活動性、食性の変化：研

○徳田誠(佐賀大学)・安達大貢(同)・中村頌湧(同)・荒井秋晴(北九州市)

長安口ダム下流への置土が砂州の陸生節足動物に及ぼす影響：研・審

○中西淳(徳島大学)・河口洋一(同)・藪原佑樹(同)

ダム湖におけるミサゴの狩場特性－環境特性と表層魚類調査による分析－ ：研・審

○佐藤和人(岩手大学/魚鷹研究チーム)・榊原貴之(同)・東淳樹(同)

セッションF 河川地形

多変量解析を用いた崩壊土砂の下流域への流出に及ぼす要因分析：研・審

○浅田寛喜(熊本大学)・皆川朋子(同)

木曽三川扇状地区間の物理環境はどう違うのか？：研

○鈴木崇史(岐阜大学)・冨田浩生(同)・吉川敦希(同)・原田守啓(同)・永山滋也(岐阜大学/(株)建設環
境研究所)

河道内砂州における粒状有機物の分解過程：研・審

○尾花まき子(名古屋大学)・大橋雅樹(同)・辻本哲郎(同)

阿蘇地域におけるEco-DRR計画立案にむけた災害リスク低減に寄与する土地利用構造と水害防備
林の特徴 ：研・審

○山下大佑(熊本大学)・浅田寛喜(同)・脇村真平(同)・皆川朋子(同)

石礫の露出高の簡易予測モデルの適用とその予測精度の検証：研

○小野田幸生(土木研究所)・宮川幸雄(同)・中村圭吾(同)・萱場祐一(同)
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セッションH 産卵場

サクラマス産卵場における粒径集団の特徴と画像による評価手法の検討：研・審

○三宅孝明(山形大学)・渡邉一哉(同)

河床の粒径集団の違いに着目したサクラマスの産卵場決定に関する実験的検証：研・審

○菊田将太郎(山形大学)・佐藤可菜恵(同)・渡邉一哉(同)

都市河川における河床地形の変化とサケ産卵環境への影響について：研

○有賀望(SWSP/札幌市豊平川さけ科学館)・森田健太郎(SWSP/水産研究・教育機構北海道区水産研
究所)・有賀誠(SWSP/明治コンサルタント(株))・植田和俊(SWSP/パブリックコンサルタント(株))・渡辺恵
三(SWSP/(株)北海道技術コンサルタント)・中村太士(SWSP/北海道大学)

耳川水系におけるアユの天然産卵場と人工産卵場の産卵状況について：事・審

○井原高志(西日本技術開発(株))・齋藤剛(同)・西村公美賀(九州電力(株))

平面二次元河床変動解析モデルによる長良川扇状地区間のアユ産卵場適地評価：研・審

○塩澤翔平(岐阜大学)・原田守啓(同)・加藤大暉(大日コンサルタント(株))

河川性魚類の群集構造に対する水深の影響と標高の依存性：研

○森照貴(土木研究所)・末吉正尚(同)・永山滋也(土木研究所/岐阜大学)・石山信雄(北海道大学/道
総研 林業試)・中村圭吾(土木研究所)・萱場祐一(同)

潜在分布範囲に基づく生息域の大きさと河川性魚類の在不在の関係性：研

○末吉正尚(土木研究所)・森照貴(同)・永山滋也(岐阜大学)・石山信雄(道総研)・中村圭吾(土木研究
所)・萱場祐一(同)

徳島市国府町の以西用水における魚類の生息場改善の効果検証：研・審

○桑名志(徳島大学)・河口洋一(同)・岩瀬晴夫((株)北海道技術コンサルタント)・勝間健二(以西用水土
地改良区)

中小河川における水際部の環境が淡水魚類群集に及ぼす影響：研・審

○松寺駿(名古屋大学)・森照貴(土木研究所)・肘井直樹(名古屋大学)

セッションI ⿂類

○齋藤稔(山口大学/四国の右下生き物研究会)・小部博正(NPO法人日和佐まちおこし隊)・米澤隆志

(同)・高橋直己(香川高等専門学校)・米澤孝康(四国の右下生き物研究会)・赤松良久(山口大学)・岡直

宏(徳島大学)・浜野龍夫(同)

大阪湾の直立護岸水域におけるアユ仔稚魚の出現状況と生息場の課題：研・審

○中筋祐司(京都市役所)・竹門康弘(京都大学)

徳島県日和佐川に設置した可搬魚道における底生性通し回遊種の遡上状況：研・審

-10-



PJ-1

PJ-2

PJ-3

PJ-4

PK-1

PK-2

PK-3

河川水辺の国勢調査を利用した渉禽類の時間的な出現傾向の把握：研・審

〇田和康太(土木研究所)・森照貴(同)・萱場祐一(同)・中村圭吾(同)

兵庫県円山川水系における地域と連携したフジバカマの保全の取り組み：事

田中祐行(国土交通省豊岡河川国道事務所)・○若宮慎二(復建調査設計(株))・二神良太(同)・服部保
(兵庫県立南但馬自然学校)

ヨシやオギなどの草本による河川の樹林化抑制に関する研究：研・審

○兼頭淳((株)建設技術研究所/土木研究所)・森照貴(土木研究所)・大石哲也(同)・中村圭吾(同)・萱

場祐一(同)

Study on structure and ecological functions of secondary mangrove forests for introducing
silvofishery system to shrimp culture ponds at the Lam River estuary：研

高橋和也(ビン大学)・Tran Thi Tuyen(同)・○松並志郎(応用地質(株))

球磨川坂本地区におけるシカの食害と斜面崩壊について：事

セッションJ 植⽣

○森山聡之(福岡工業大学)・つる詳子(自然観察指導員熊本県連絡会)

セッションK ⿃類

オジロワシ幼鳥の環境選好性の解明：研・審

○山内彬弘(徳島大学)･薮原佑樹(同)･赤坂卓美 (帯広畜産大学)･外山雅大(根室市歴史と自然の資料
館)･原拓史(Bird’s Vision)･中島拓也(ラプタージャパン)･阿部學(同)･河口洋一(徳島大学)

北海道における希少猛禽類の分布と生態

○工藤晃央((株)ドーコン)・藤巻裕蔵(帯広畜産大学名誉教授)・天野拓郎(日本工営(株))・石原英昭(北

海道電力(株))・石山浩一((株)森林環境リアライズ)・一北民郎(北電総合設計(株))・大坪二郎(いであ

(株))・紀國聡((株)建設技術研究所)・小林功(パシフィックコンサルタンツ(株))・瀧本育克((株)建設環境

研究所)・玉田克巳(北海道立総合研究機構 環境科学研究センター)・玉田祐介((株)長大)・土屋尚((株)

北海道技術コンサルタント)・中森達((有)北海道生物地理)・平井克亥(北海道ラプターコンサベーショ

ン)・山口珠輝((株)ドーコン)・山田芳樹(同)(以上、北海道猛禽類研究会)
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マコモ群落の刈取り及び除根が水生昆虫群集に及ぼす影響：研・審

○服部陽汰(佐賀大学)・尋木優平(同)・大野幸一郎((株)建設環境研究所)・青木卓也(同)・徳田誠(佐賀
大学)

宮崎県小丸川水系における餌資源因子に着目した底生動物予測モデルの構築：研・審

○糠澤桂(宮崎大学)・有働祐也(同)・鈴木祥広(同)

矢作川上流におけるヨウクルカワゲラ、キカワゲラの生活史：研・審

○市川隼也(愛知工業大学)・内田臣一(同)

高津川における平成30年7月豪雨による出水に対する河川生物の応答と回復傾向の把握：研・審

○小林勘太(山口大学)・赤松良久(同)・乾隆帝(福岡工業大学)・齋藤稔(山口大学)・河野誉仁(同)

都市河川において河岸植生が底生動物の出水攪乱への反応に及ぼす影響：研・審

○福崎健太(愛媛大学)・上田航(同)・三宅洋(同)

セッションL 底⽣動物
河床安定性の定性的評価による出水攪乱が平地河川の底生動物に及ぼす影響の解明 ：研・審

○上田航(愛媛大学)・福崎健太(同)・三宅洋(同)

○中田愛理(洗足学園中学高等学校)・吉冨友恭(東京学芸大学)・鈴木享子(同)・及川将一(放射線医
学総合研究所)・武田志乃(同)

外来沈水植物オオカナダモの河床定着要因に関する基礎的実験：研・審

○山口皓平(山口大学)・赤松良久(同)・福井慶一郎(北九州市)・乾隆帝(福岡工業大学)・河元信幸(山
口大学)

被食者としての外来魚：上位捕食者からダム生態系管理を考える：研・審

○榊原貴之(岩手大学/魚鷹研究チーム)・森航大(同)・野口将之(魚鷹研究チーム)・吉井千晶((株)建設
技術研究所/魚鷹研究チーム)・東淳樹(岩手大学/魚鷹研究チーム)

水草に対する環境ストレス評価に関する研究：研・審

○松尾明彦(埼玉大学)・浅枝隆(同)

○布川雅典(土木研究所)・渡辺恵三((株)北海道技術コンサルタント)・小玉崇(北海道空知総合振興局
札幌建設管理部事業課)・土屋洋明((株)福田水文センター)・藤井和也(同)

岩盤河床の礫河床への復元に向けた取組みの底生動物による評価：事・審

外来種アメリカザリガニの駆除に用いるペットボトル製トラップの構造と使用時期：研

○中田和義(岡山大学)・福井大希(岡山大学/(株)ウエスコ)

三春ダムにおけるブルーギルの試験的防除でみられた確認状況の変化：事・審

○坂本正吾(応用地質(株))･稲川崇史(同)･中井克樹(滋賀県立琵琶湖博物館)･大杉奉功(水源地環境
センター)･中川博樹(国土交通省三春ダム管理所)･片寄仁(同)

大規模出水時のオオカナダモの流失特性の検討：研・審

○児玉貴央(山口大学)・赤松良久(同)・宮園誠二(同)・山口皓平(同)

ホテイアオイ(Eichhornia crassipes )における鉛及び銅の蓄積に関する比較研究;ファイトレメディエー
ションの基礎研究として ：研・審

ブラジルチドメグサ等外来水生植物の効率的収集装置の開発：研・審

進藤俊則((株)エイト日本技術開発)・○西岡樹(同)

沖縄県都市河川における自動撮影カメラを用いた外来性の浮葉植物のモニタリング手法と繁茂の仕
組み：事・審

○平中晴朗(沖縄環境調査(株))・萩原一貴(同)・金城樹(同)・山本一生(同)・照屋寛之(沖縄県中部土木
事務所)・山城正将(同)・富原守秀(同)

セッションＭ 外来種
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座長：乾隆帝(福岡工業大学)

9:00 OA-1

9:15 OA-2

9:30 OA-3

9:45 OA-4

10:00 OA-5

座長：鬼倉徳雄（九州大学）・久加朋子(北海道大学)

10:15 OB-1

10:30 OB-2

10:45 OB-3

11:00 OB-4

11:15 OB-5

11:30 OB-6

11:45 OB-7

縦断方向の円柱の設置間隔の違いによるウグイの円柱群利用状況について：研・審

○明間大輝(東洋大学)・青木宗之(同)・粕谷周平(同)・五十嵐柊哉(同)・飯山拓実(同)

 小河川におけるPITタグを用いたナマズの行動解析：事・審

○森晃(宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団/千葉県生物多様性センタ-)

○土井康義((株)建設技術研究所)・川尻啓太(同)・長野紀章(同)・澤樹征司(同)・鈴木荘司(同)・
堀裕和(同)

サーバーネット採集法と環境DNAによる台風撹乱に対する底生動物群集構造の応答観測：
研・審

○内田典子(東北大学)・久保田健吾(同)・会田俊介(同)・風間聡(同)

環境DNA 技術によるハクバサンショウウオの検出感度について：事・審

中山真二(国土交通省黒部河川事務所)・中川雅允(国土交通省神通川水系砂防事務所)・千財
利治(国土交通省富山河川国道事務所)・○澤樹征司((株)建設技術研究所)・柴田閑(同)・吉井
千晶(同)・川尻啓太(同)・那須正英(同)

砂防域の環境調査における環境DNA分析の有効性：事

赤沼隼一(国土交通省湯沢砂防事務所)・長谷川真英(同)・淺野保夫(同)・川邊三寿帆(同)・笛
木久美(同)・島村彰((株)建設環境研究所)・○横山良太(同)・関根洋(同)

超並列シ-クエンサ－iSeqおよびMiSeqを用いた環境DNAメタバーコーディングにおける魚類
検出の比較検討：研・審

○中尾遼平(山口大学)・赤松良久(同)・乾隆帝(福岡工業大学)・後藤益滋(日本工営(株))・松岡
俊将(兵庫県立大学)・土居秀幸(同)

【研究発表会・一般講演内容(口頭発表)】

○発表者、タイトルの後の研は研究報告、事は事例報告、審は審査対象

口頭発表　9月28日（土） －2日目－ 9:00～14：00　[ 会場：Ｃ206 ]

セッションＡ　環境ＤＮＡ

環境DNA技術を用いた手軽なイワナ在来個体群判定の試み：事

セッションB 魚類生態

流域地質が河川上流域の水温および冷水性魚類の分布・生活史に与える影響：研

○石山信雄(北海道立総合研究機構 林業試)・鈴木開士(北海道大学)・小泉逸郎(同)・中村太
士(同)

石狩川旧川群における肉食性外来魚類の分布状況と食性把握について：事・審

○藤井和也((株)福田水文センター)

農業用排水路における魚巣の規模と配置が堆砂に及ぼす影響：研

○前田滋哉(茨城大学)・髙木翔太(同)・吉田貢士(同)・黒田久雄(同)

粗石魚道の粗度配置の違いとウグイの遊泳行動：研・審

○船越智瑛(東洋大学)・青木宗之(同)・佐藤大誠(同)・末吉祥太(同)

静水時における河床材料の違いとそれに対するウグイの選好特性について：研・審

○横田星二(東洋大学)・青木宗之(同)・阿部憲(同)・金子昌平(同)
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12:00〜13:00
座長：皆川明子(熊本大学)

13:00 OC-1

13:15 OC-2

13:30 OC-3

13:45 OC-4

栗山広宣(国土交通省利根川下流河川事務所)・○平田真二((株)エコー)・川田千尋(同)・北村
淳一(三重県総合博物館)

木曽川におけるイシガイ科二枚貝類生息環境の10年変化～生息場シフトの重要性と営力依
存の限界～：研

○永山滋也(岐阜大学/(株)建設環境研究所)・根岸淳二郎(北海道大学)・原田守啓(岐阜大
学)・萱場祐一(土木研究所)

釧路川茅沼地区の旧川復元による湿原植生再生効果の検証：事

○石田憲生((株)ドーコン)・石橋佳明(同)・山本太郎(北海道河川財団)・米坂俊介(同)・佐藤尚
樹(北海道開発局釧路開発建設部)・金谷将志(同)・阿部祥一(同)

宮中取水ダム魚道における植生状況調査結果を踏まえた順応的管理：事・審

○青木崇(東日本旅客鉄道(株))・青木克憲(同)・枡本拓(同)

利根川下流域の河道内氾濫原において試験的に創出した恒久水域におけるイシガイ科淡水
二枚貝類等生物の定着と本川からの通水頻度等物理環境との関係性：研・審

セッションC　河川管理

― 休憩 ―
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座長：原田守啓(岐阜大学)・尾花まき子(名古屋大学)

9:00 OD-1

9:15 OD-2

9:30 OD-3

9:45 OD-4

10:00 OD-5

10:15 OD-6

10:30 OD-7

座長：田和康太(土木研究所)

10:45 OE-1

11:00 OE-2

11:15 OE-3

12:00〜13:00
座長：佐川志朗(兵庫県立大学)

13:00 OF-1

13:15 OF-2

13:30 OF-3

13:45 OF-4

14:00 OF-5

セッションE　産卵場

○大杉奉功(水源地環境センター)・赤司英治(同)・小澤英樹(いであ(株))・南野洋孝(同)・持山
佳成子(国土交通省設楽ダム工事事務所)・山田真理子(同)・今津崇(同)

千曲川中流域の瀬と淵における鳥類の豊富さの比較：研

○笠原里恵(信州大学)

○藪原佑樹(徳島大学)・赤坂卓美(帯広畜産大学)・山田芳樹((株)ドーコン)・河口洋一(徳島大
学)

河川における潜在的な親水機能を考慮した環境評価手法の検討 ―荒川水系小畔川中流部
を対象として―：研・審

○新田将之(東洋大学)・萱野涼(元東洋大学)・金子匠(同)・青木宗之(東洋大学)

球磨川下流の汽水域におけるシロウオの産卵場の環境特性：研・審

ネコギギのハビタットモデルを用いた生息適地選定と環境改善手法の検証：研・審

河道の平面形状が物理環境と生息場および魚類相に与える影響：研・審

○大槻順朗(土木研究所)・森照貴(同)・中村圭吾(同)・萱場祐一(同)

北海道北部地域におけるオジロワシの潜在生息適地推定：研

○坂本健太郎((株)建設技術研究所)・石原勇輝(同)・森下友博((株)水理環境技研)・鬼倉徳雄
(九州大学)

アユの産卵環境はどこまでわかったのか：研・審

○藤田朝彦((株)建設環境研究所)・加藤康充(同)・横山良太(同)

天竜川下流域における湧水流路の形成履歴とアユ産卵床環境との関係：研・審

○山﨑弘美(京都大学)・竹門康弘(同)・高橋真司(東北大学)・兵藤誠(いであ(株))・鳥居高明
(同)・角哲也(京都大学)

淀川中流域における巨椋池遊水地を活用した治水効果および生態系に関する研究：研・審

天竜川における生息場履歴と底生無脊椎動物の応答特性に関する研究：研

○兵藤誠(いであ(株))・竹門康弘(京都大学)・角哲也(同)・鳥居高明(いであ(株))

― 休憩 ―

セッションF　ハビタット

口頭発表　9月28日（土） －2日目－ 9:00～14：15　[ 会場：C314 ]

セッションD　河川地形

○奥西健斗 (摂南大学)・石田裕子(同)・澤井健二(同)・小川芳也 ((株)近畿地域づくりセンタ
－)・前川勝人(水辺に学ぶネットワーク)

淀川・点野地区に再整備される新設ワンドの持続性に関する研究：研・審

衛星画像および地形データを活用したSVMによる河川域植生分類手法：研・審

○宮脇成生((株)建設環境研究所)・伊川耕太(同)，鈴木研二(日本スペースイメージング(株))・
鈴置由紀洋(同)・池内幸司(東京大学)

植生の河岸拘束力の違いが蛇行流路の流路変動特性に与える影響：研

○田住真史(京都大学/国土交通省太田川河川事務所)・竹門康弘(京都大学)・小林草平(同)・
角哲也(同)

○山内将之(摂南大学)・石田裕子(同)・玉井理恵(淀川管内河川レンジャ－)・小川芳也 ((株)近
畿地域づくりセンタ－)

木津川における伝統的河川工法「聖牛」の河床地形改変効果：研・審

○久加朋子(北海道大学)・井上祐輔(同)・山口里実(寒地土木研究所)・今日出人(北海道大
学)・清水康行(同)

2018年小渋ダム下流で見られた河岸侵食と流路変更：研

○小林草平(京都大学)・小柴孝太(同)・角哲也(同)・竹門康弘(同)・カントゥッシュ　サメ(同)
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座長：三宅洋(愛媛大学)

9:00 OG-1

9:15 OG-2

9:30 OG-3

9:45 OG-4

10:00 OG-5

座長：中田和義(岡山大学)・渡辺敏((株)ウエスコ)

10:15 OH-1

10:30 OH-2

10:45 OH-3

11:00 OH-4

11:15 OH-5

11:30 OH-6

連続4日間にわたるオオサンショウウオの保護・移転　～川上ダム転流時～：事・審

鍵田和彦(水資源機構)・清水杏子(同)・○竹内義幸((株)建設技術研究所)・安齋和彦(同)・瀧沢
凌昌(同)

高橋晃浩(国土交通省常陸河川国道事務所)・○堀裕和((株)建設技術研究所)・山口彩花(同)・
長野紀章(同)・土井康義(同)

霞ヶ浦における湖岸植生帯の現状と保全対策施設の効果について：事・審

ムナグロナガレトビケラの生活環と成長に伴う生息場所移動および近縁種幼虫との形態的区
別 ：研・審

○平祥和(大阪府立大学/大阪自然史博物館)

千曲川中流域におけるユスリカ類の二次生産力の推定：研

○平林公男(信州大学)・岡田峻典(同)

セッションH　保全対策

○大石三之((株)建設技術研究所)・渡邊敬史(同)・土方淳(同)・永井一郎(国土交通省下館河川
事務所)・小野正人(国土交通省利根川下流河川事務所)

相補性解析を用いた石狩川旧川・湖沼群の保全優先度の設定：研・審

○植村郁彦((株)ドーコン)・小本智幸(同)・熊木朋子(北海道開発局札幌開発建設部)・根岸淳
二郎(北海道大学)

円山川水系鎌谷川におけるニホンイシガメの越冬場所特性－現状の低水護岸工における課
題－：研・審

〇伊藤岳(兵庫県立大学)・佐川志朗(兵庫県立大学/兵庫県立コウノトリの郷公園)

ミサゴを対象とした人工巣設置による営巣地誘導：事・審

○齋藤綾佑(北電総合設計(株))・佐藤幸樹(同)

元の生育環境に配慮したアサザ群落保全の取り組み：事・審

口頭発表　9月28日（土） －2日目－ 9:00～11:45　[ 会場：C316 ]

セッションG　底生動物

○中川智裕(北海道大学)・根岸淳二郎(同)・中村太士(同)

Effect of sewerage development on the water quality and invertebrate assemblages in the
Shigenobu River：研・審

○Satrio Budi Prakoso (Ehime University)・Yo Miyake (同)

矢作川国附の瀬における河道微地形と底生動物の関係：研

○内田臣一(愛知工業大学)

イシカリミドリカワゲラ(Alloperla ishikariana )成虫の河川横断方向における分布：研・審
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【 賛助会員等企業展示 】 

 

【日時】9 月 27 日（金） ～ 28 日（土）まで  

【場所】生物圏科学研究科 C 棟 3F C308 講義室 

【賛助会員番号】155 

【企 業 名】国際航業 株式会社、アジア航測 株式会社、株式会社 PASCO 

【出 展 内 容】 

 センシング技術の特徴と河川への適用 

 

 

【賛助会員番号】154 

【企 業 名】株式会社 エイト日本技術開発 

【出 展 内 容】 

 AUV（自律型無人潜水機）を用いた高度な水ソリューション・サービス 

 

 

【賛助会員番号】188 

【企 業 名】株式会社 生物技研 

【出 展 内 容】 

環境 DNA解析サービスの紹介 

 

 

【賛助会員番号】－ （非賛助会員・出展料を徴収し出展頂きます） 

【企 業 名】株式会社 ウエスコ 

【出 展 内 容】 

 3次元計測・活用技術の紹介 

 

 

【賛助会員番号】127 

【企 業 名】株式会社 建設環境研究所 

【出 展 内 容】 

 最新技術による環境調査 

 

 

（申込順） 

 

-17-



【 自由集会プログラム 】 

※各集会の詳細内容については変更する場合があります． 

【自由集会：Ａ】  

「グリーンインフラの推進に向けた現場技術者の役割」 

・日時：9月 27日(金)9:30～11:30 C314講義室 

【企画】小笠原 奨悟（パシフィックコンサルタンツ株式会社），幸福 智（いであ株式会社），池田 正（八

千代エンジニアリング株式会社），渡邊 敬史（株式会社建設技術研究所），長谷川 啓一（株式会

社福山コンサルタント） 

【内容】 

グリーンインフラは，応用生態工学会の目指す「生態学と土木工学の境界領域」に位置する概念であ

り，持続可能な社会の形成に向けた施策として，期待が高まっている．令和元年 7月には，国土交通省

がグリーンインフラの活用を推進すべき場面や推進するための方策をとりまとめた「グリーンインフラ

推進戦略」を公表し，気候変動への対応や，投資や人材を呼び込む都市空間の形成等へのさらなる貢献

が期待されている． 

一方で，今後の推進に向けては，研究者や行政だけではなく，民間企業や地域住民なども含む，多様

なステークホルダーの連携が必要であり，その中で建設コンサルタントが貢献できることもあるのでは

ないだろうか． 

本集会では，建設コンサルタントの立場から，グリーンインフラを推進するにあたって必要だと考え

られる技術や計画論についての提言を行いたい．また，自由集会の参加者との双方向の議論を通じて，

現行の枠組みにとらわれない幅広い視野での議論や多様なステークホルダーの連携が，ますます活発に

行われることを期待している． 

 

【プログラム】 

①趣旨説明 

小笠原 奨悟（パシフィックコンサルタンツ株式会社） 

②グリーンインフラの推進のために求められる技術・計画論 

幸福 智（いであ株式会社） 

小笠原 奨悟（パシフィックコンサルタンツ株式会社） 

長谷川 啓一（株式会社福山コンサルタント） 

渡邊 敬史（株式会社建設技術研究所） 

池田 正（八千代エンジニアリング株式会社） 

③ディスカッション：グリーンインフラによる地域づくりに向けて 

コメンテーター 中村 太士（北海道大学），西田 貴明（京都産業大学） 
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【自由集会：Ｂ】  

「ウナギの保全と河川・水辺の自然再生の現状と課題」 

・日時：9月 27日(金)9:30～11:30 C316講義室 

【企画】久米 学・山下 洋（京都大学フィールド科学教育研究センター） 

【内容】 

ニホンウナギは近年，急激に減少し絶滅の危機に瀕している．本種は，水産業における重要魚種であ

り，かつ河川生態系の頂点に位置する魚種であることから，河川生態系の保全における鍵種・シンボル

種の地位にあると言えるだろう．これらのことはすなわち，応用生態工学の観点から考えると，ウナギ

あるいはその生息場所の保全を目的とした水辺の自然再生は，ホットトピックスとなり得るはずであ

る．しかしながら，河川生活期のウナギに対する保全策についは，その効果に科学的根拠がなく，極め

て成長が悪い劣等生の養鰻を放流する事業が行われるのみである．これは，河川生活期におけるウナギ

の極めて基礎的な生態学的知見である生息場所利用についてすらも，未解明であることに依拠するもの

と思われる．そこで本集会では，まず河川生活期のウナギの生態全般について脇谷氏より紹介し，次に

ウナギの河川における生息環境について異なる河川スケールの研究を松重氏と久米氏より紹介し，次に

近年モニタリングツールとして注目されている石倉カゴを用いた実践活動を伏見氏より紹介する．これ

らを踏まえて総合討論において，ウナギの保全に有効な水辺の自然再生を目指す上での現状の問題点と

今後の方向性について，より具体的に議論を深めたい． 

 

【プログラム】 

１．趣旨説明（10分） 

・森里海連環学とニホンウナギ研究 

山下 洋（京都大学フィールド科学教育研究センター） 

２．講演（前半 3題：15分+質疑 5分 後半 2題：10分+質疑 5分） 

・ウナギの河川生態 

脇谷 量子郎（中央大学研究開発機構） 

・川ウナギの分布と生息環境：堰の影響と微生息環境に着目して 

久米 学（京都大学フィールド科学教育研究センター） 

・ウナギの生息地利用:リーチスケールとユニットスケールに着目して 

松重 一輝（九州大学大学院農学研究科） 

・ウナギの棲み処づくり 今は石倉カゴだけ-１ 水産庁が動いた 

柵瀬 信夫（鹿島建設） 

・ウナギの棲み処づくり 今は石倉カゴだけ-２ 静岡 河川管理者の実行 

伏見 直基（フタバコーケン） 

３．総合討論（25分） 

コメンテーター：木村 伸吾（東京大学大気海洋研究所）・鬼倉 徳雄（九州大学水産実験所） 

 

 

-19-



 

【自由集会：Ｃ】  

「生物多様性の新たな世界目標（ポスト 2020 目標）と次期国家戦略のあり方を考える～グリーンインフ

ラや Eco-DRRなどを通じたレジリエンス強化の観点から～」 

・日時：9月 27日(金)9:30～11:30 C315講義室 

【企画】渡辺 綱男（自然環境研究センター），蔵本 洋介（環境省） 

【内容】 

2010 年に愛知県名古屋市で開催された生物多様性条約第 10 回締約国会議（COP10）では，生物多様

性条約の 2050 年のビジョンである「自然と共生する世界（Living in harmony with nature）」ととも

に，この達成に向けた 2020 年を目標年とする世界目標として「愛知目標」が採択された．現在，次の

世界目標となる「ポスト 2020目標」について，2020年に中国で開催される COP15での採択を目指して

世界中で議論が行われている． 

  ポスト 2020目標の要素として，日本からは生態系を活用した防災・減災（Eco-DRR）や生態系を活用

した適応（EbA）などの「生態系を基盤とするアプローチ（Ecosystem-based Approaches）」による取組

を重視する意見を条約事務局に対して提出した．また，第五次環境基本計画において掲げられた「地域

循環共生圏」にも言及し，生物多様性保全上の課題と経済・社会的課題の同時解決を図る考え方の重要

性を指摘している．これらは次期生物多様性国家戦略においても重要な考え方となり得る． 

  この自由集会では，本学会が目指す「自然環境の保全と人間の暮らしの調和」，「自然環境や地域の社

会・経済のレジリエンス強化」などの観点から，グリーンインフラや Eco-DRR などを切り口に，ポスト

2020目標や次期生物多様性国家戦略のあり方を議論したい． 

 

【プログラム】 

①趣旨説明 

 蔵本 洋介（環境省） 

②話題提供 

島谷 幸宏（九州大学大学院） 

桑江 朝比呂（港湾空港技術研究所） 

上野 裕介（石川県立大学） 

北栄 階一（日本政策投資銀行） 

西 浩司（いであ株式会社） 

蔵本 洋介（環境省） 

③総合討論 

 進行：渡辺 綱男（自然環境研究センター） 
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【自由集会：Ｄ】  

「河川・ダムに関するデータベースについての意見交換会」 

・日時：9月 27日(金)15:00～17:00 C314講義室 

【企画】中村 太士（北大）・一柳 英隆（WEC） 

【内容】 

日本の河川・ダムでは，国土交通省やその他管理者が，流量や水位，水温・水質，生息する生物相（河

川水辺の国勢調査）など多くのデータを継続的に取得している．これらのデータを集約して整理するこ

とで，個人の取得のみでは成し得ない広域・長期の解析が可能になる．しかし，これらのデータは，河

川・ダム管理者が使用する前提で管理されており，広域・長期で利用しようとする研究者にとっては必

ずしも利用しやすい形にはなっていない．この意見交換会は，研究者側と河川・ダム管理者との意見交

換を行い，両者にとって良い形を探ろうとするものであり，今年度が 3回目である．意見交換を継続し，

より良く展開できるようにしたい． 

 

【プログラム】 

〇議論整理・対応報告・話題提供 

・昨年度までの議論の総括：一柳 英隆（WEC） 

・国土交通省における水情報国土の改変とデータベース整理：舟橋 弥生（国土交通省 水管理・

国土保全局 河川環境課） 

・話題提供：田和 康太（土木研究所）『河川水辺の国勢調査の鳥類データを利用する』 

〇意見交換 

・国立研究開発法人 土木研究所 自然共生研究センター：森 照貴 

・国立研究開発法人 土木研究所 自然共生研究センター：末吉 正尚 

・一般財団法人水源地環境センター：大杉 奉功 

・公益財団法人リバーフロント研究所：都築 隆禎 

・一般財団法人河川情報センター：清 新 

・会場の方々 
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【自由集会：Ｅ】  

「環境 DNAに携わる・携わりたい実務者の集い」 

・日時：9月 27日(金)15:00～17:00 C316講義室 

【企画】澤樹 征司（株式会社建設技術研究所東京本社環境部） 

【内容】 

環境 DNAは，これまでに学・官の分野で精力的に研究が進められ，学会をはじめとして様々なネット

ワークも形成されてきています． 

 一方，民間企業でも普及や技術の習得に向けた取組みが行われているものの，関係各社でネットワ

ークをつくり情報を交換・共有できる機会はまだ多くはなく，多くの技術者が個々のお立場で孤軍奮闘

を強いられている状況があると推察しています． 

そのような中，実務にて環境 DNAを適用する・したい事例も次第に増加してくると思われるため，実

務者が安心して当該技術を駆使できるよう，健全に情報を交換・共有できる文化や場があると望ましい

のではないかと考えています． 

そこでこの「学会の場」をお借りし，建設コンサルタント，調査会社，分析会社の実務者の方にお集

まりいただき，環境 DNAをとりまく現在の悩みや不安，疑問や解決に向けたアイディア，今後の各主体

の連携のあり方を話し合い，共有する場を設けたいと思います． 

 

【プログラム】 

〈主旨説明〉（3分） 

 （株式会社 建設技術研究所 澤樹 征司） 

 

〈話題提供〉（①～⑥：12分，⑦：10分） 

 ①建設コンサルタントの視点から：業務での環境 DNA技術適用の取組みと悩み 

  （株式会社 建設技術研究所 澤樹 征司） 

 ②建設コンサルタントの視点から：環境 DNAは使えるか？ 

  （株式会社 建設環境研究所 宮脇 成生） 

 ③調査会社の視点から：一筋縄ではいかない環境 DNA分析の背景と課題解決への模索 

  （株式会社 コンパス 藤本 卓矢） 

 ④調査会社の視点から：環境 DNA調査のデータは宝の山？ 得られたデータをどう活用するか 

  （一般財団法人 九州環境管理協会 大井 和之） 

 ⑤分析会社の視点から：元大学研究者からみた環境 DNAの将来 

  （株式会社 生物技研 伊知地 稔） 

 ⑥分析会社の視点から：DNA分析業への参入の道のり 

  （株式会社 環境総合リサーチ 玉田 貴） 

 ⑦行政サイドの視点から：環境 DNAの実用化に向けて実務者に望みたいこと 

  （国立研究開発法人 土木研究所 中村 圭吾） 

〈休息〉（5分） 

 

〈総合ディスカッション〉（30分） 

 テーマ：環境 DNAの実務での活用に向けた実務者の取組みと連携のあり方について 

  （コメンテーター：国立研究開発法人土木研究所 村岡 敬子） 
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【自由集会：Ｆ】 

「応用生態工学会 テキスト刊行委員会～中小河川テキスト刊行に向けて～」 

・日時：9月 27日(金) 15：00～17：00 C315講義室 

【企画】河口 洋一（徳島大学，応用生態工学会テキスト刊行委員会委員長） 

【内容】 

応用生態工学会テキスト刊行委員会では，成果の還元，会員へのサービスの向上を目的として，応用

生態工学の入門書となるテキストの刊行を企画しており，現在，「中小河川の多自然川づくり」を対象

としたテキストの刊行準備を進めています． 

本自由集会では，中小河川テキストの刊行に向けて，現在予定されているテキストの目次紹介と，２

つの章の担当者から検討内容を紹介するとともに，会員の皆様から内容に関する意見や提案を伺う，意

見交換会を行います．実務・研究の多方面から会員の皆様の幅広い参加をお待ちしております． 

 

【プログラム】 

１．応用生態工学会テキスト企画の趣旨 

  河口 洋一（徳島大学） 

２．中小河川テキストのコンセプトと目次案紹介 

  島谷 幸宏（九州大学） 

３．各章の予定内容についての紹介 

 （１）河川地形・河道計画 

    萱場 祐一（土木研究所）・原田 守啓（岐阜大学） 

 （２）生物種と生息環境 

    鬼倉 徳雄（九州大学） 

４．意見交換会 

  コーディネーター：島谷 幸宏（九州大学） 

   講演者そして参加者も交えた自由討論 
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【自由集会：Ｇ】  

「ダム湖・ダム河川の応用生態工学～水源地生態研究会この 10年の研究から～」 

  ・日時：9月 28日(土) 14:00～17:30 C206講義室 

【企画】谷田 一三（大阪府立大学名誉教授），江崎 保男（コウノトリの郷公園），一柳 英隆（水源地環

境センター） 

【内容】 

水源地生態研究会は，ダムが生み出す生態系を科学的に把握し，水源地域の保全のあり方を探求する

ことを目的とした研究会です．2008 年の設立以降 10 年間の研究（2008-2012 前期，2014-2018 後期）

を行ってきました．ここでは，河川やその周辺の生態系に対するダム影響の評価や保全策，ダムにおけ

るモニタリング手法やデータベース等について，成果を報告し，ダムに関する応用生態工学がどこまで

進展したか，次の課題は何か，議論したいと思います． 

 

【プログラム】 

概要説明 

谷田 一三『水源地生態研究会の概要』 

成果報告 

浅見 和弘（応用地質）『ダム湖沿岸帯の植生，魚類，管理で出来ること』 

竹門 康弘（京都大学防災研）『ダム下流河川生態系に対する最適な土砂供給量の考え方』 

布野 隆之（兵庫県立人と自然の博物館）『DNAバーコーディングを用いた森林性鳥類の餌利用

様式の評価』 

大森 浩二（愛媛大学）『流域生態系の環境改変と生物個体群分断化への影響解析』 

鬼倉 徳雄（九州大学）『ダム湖流入河川の魚類相変化』 

源 利文（神戸大学）『環境 DNAを用いた魚類モニタリングの実装に向けて』 

議論 

コーディネーター：江崎 保男 

パネリスト：谷田 一三，辻本 哲郎（名古屋大学名誉教授），大森 浩二（愛媛大学），薛 孝夫（西

日本短期大学），中村 太士（北海道大学） 
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【自由集会：Ｈ】  

「田んぼのいきものをどうやって守っていくか？その 4―水田水域における多様な生物の保全と再生―」 

・日時：9月 28日(土)15:30～17:30 C314講義室  

【企画】田和 康太(土木研究所水環境研究グループ河川生態チーム)・佐川 志朗（兵庫県立大学/兵庫県

立コウノトリの郷公園）・河口 洋一（徳島大学） 

【内容】 

全国の様々な地域の水田水域（水田，ハス田，休耕田ビオトープ，ため池，農業用排水路など）に

おいて実施された各演者の調査研究を元に，それらの研究成果から見えてきた新たな知見を，どのよ

うな実際の保全策に落とし込むことができるのかについて，話題提供いただく．水田水域における生

態学的知見については，まだまだ未解明な点が多々あり，各演者の有する貴重な研究成果が，将来的

な水田水域における多様な生物の保全に生かされることが，大いに期待される．今回の総合討論の中

で，最終的に水田域の保全策に関する，いくつかのキーワードを抽出できるように努める． 

 

【プログラム】 

＜趣旨説明＞（5分） 

田和 康太 

 

＜話題提供＞（各 20分） 

①水田水域と河道域における水生動物群集の生息状況からみえるもの 

田和 康太（土木研究所） 

②休耕田を掘削して造成した湿地ビオトープにおける水生生物の出現状況 

中島 淳（福岡県保健環境研究所） 

③全国規模の生物多様性データから探る環境保全型農業と耕作放棄の影響 

片山 直樹（農研機構農業環境変動研究センター） 

④「兵庫県豊岡市におけるビオトープ整備戦略～自然再生アクションプランに基づく科学的スキー

ム～」 

大逸 優人（兵庫県立大学地域資源マネジメント研究科/豊岡市役所コウノトリ共生課） 

佐川 志朗（兵庫県立大学地域資源マネジメント研究科/兵庫県立コウノトリの郷公園） 

 

＜総合討論＞（35分） 

司会：河口 洋一 
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【自由集会：Ｉ】  

「汽水域の環境と自然再生３～汽水域研究事例の共有～」 

・日時：9月 28日(土)13:00～15:00 C316講義室 

【企画】乾 隆帝（福岡工業大学），山本 民次（広島大学） 

【内容】 

汽水域は，特有の生物が生息し，貴重種も多い特殊な生態系である．しかしながら，人為的環境改変

が，生態系や生物多様性に負のインパクトを与え続けているため，それらの軽減ならびに自然再生が緊

急の課題である．本集会は，汽水域の環境の変遷を把握し，その生態系の保全・自然再生を目標にした

研究事例の共有を目的にしており，近い将来における自然再生の有効な技術的手法の体系化を目指して

いる． 

今回は，「全国の研究事例の共有」をテーマとして，いくつかの研究事例を紹介し，今後の汽水域に

おける環境保全ならびに自然再生のあり方について議論したい． 

 

【プログラム】 

１ イントロ・開催趣旨 乾 隆帝（福岡工業大） 

２ 中海の環境再生の目指すべき方向～水質・底質カップリングモデルから見えてきたこと 

山本 民次（広大院統合生命），下田 英実，平田 真陽（広大生物生産），米田 真梨子，渡辺 健

一，及川 隆仁（中国電力） 

３ ヤマトシジミの移動は何に影響されているのか？～室内実験・現場データ・数値計算から見えて

くるもの～ 

矢島 啓（島根大） 

４ 太田川市内派川水質と不在地下水との連動特性－ヤマトシジミの漁獲量を考えるー 

日比野 忠史（広島大）  

５ 汽水湖沼における年縞堆積物を用いた近過去～現在の環境変遷の解明 

瀬戸 浩二，香月 興太（島根大），園田 武（東京農大），山田 和芳（ふじのくに地球環境史ミュ

ージアム） 

６ 総合討議  

 

 

【若手の会：Ｊ】  

「若手の会 ランチミーティング 2019」 

・日時：9月 28日(土)12:00～13:00 C316講義室 

【企画】久加 朋子（若手の会代表） 

【内容】 

若手の会では，学会に参加する若手研究者，技術者，企業の皆様をつなぐランチミーティングを開催

いたします．ランチを食べながら簡単な自己紹介，1 年間の活動成果報告，運営委員交代，これから 1

年間の活動計画共有，自由な歓談等を行います．普段，直接お話することの少ない異分野間の皆様とま

たとない懇談の機会です．どなたでも参加できますので，皆様お誘い合わせのうえ，ぜひ（お気軽に）

お越しください． 

 

注：昼食は各自でご持参ください． 
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【 公開シンポジウム 】 

 

■テーマ 

「ここまで進んだ生態系観測技術の最前線」 

 

■企画のねらい 

環境 DNA をはじめとする新たな観測技術が生態系評価に用いられるようになりましたが，これら

の新技術の利用は，まだ一部の研究者や技術者に限られています．今後の更なる普及のためには，

一般市民を含む河川に関わる多くの人々に情報共有を図る必要があります．本シンポジウムでは，

これらの活用が進んでいる海外からの複数の講演者も招いた講演会により国内外の先端事例を共有

すると共に，パネルディスカッションを通じて新たな観測技術の今後の可能性や問題点の議論を行

います． 

 

■プログラム 

   ９月 29日（日） 

13:00～13:05 挨拶・趣旨説明  渡辺 幸三（愛媛大学 教授，応用生態工学会国際交流委員長） 

13:05～13:50 招待講演１ 「ＤＮＡに基づく空間的・時間的な環境評価」 

Mehrdad Hajibabaei（ゲルフ大学（カナダ） 准教授） 

13:50～14:35 招待講演 2 「現場自動観測を用いた藻類ブルームの理解と予測」 

Francesco Pomati（スイス連邦水科学技術研究所 上席研究員） 

14:35～14:55 講演 1 「環境ＤＮＡ検出・メタバーコディングによる生物多様性評価手法」 

土居 秀幸（兵庫県立大学 准教授） 

14:55～15:15 講演 2 「統計にはもう頼らない？機械学習の発展から見たデータ解析の最前線」 

梁 政寛（ベルリン自由大学（ドイツ） JSPS海外特別研究員） 

15:15～15:35 講演 3 「先端技術を用いた川づくり」 

舟橋 弥生（国土交通省 河川環境保全調整官） 

15:35～15:45 <休憩> 

15:45～17:00 パネルディスカッション 

コーディネーター：渡辺 幸三，パネリスト：講演者５名 

 

参加費無料、同時通訳あり 
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【 エクスカーション 】 

 

■企画のねらい 

エクスカーションは，広島デルタを形成する一級河川太田川をテーマに，上流に位置する温井ダム,中流

で建設中の広島西部山系砂防施設,下流の太田川放水路汽水域干潟を見学します. 

温井ダムは，太田川水系初の多目的ダムで，アーチ式のダムとしては,全国で黒部ダムに次ぐ二番目の高

さ(156m)を誇ります.温井ダム資料室および堤体下部までのエレベーターとトンネルを通り下流の広場まで

を見学します. 

広島西部山系砂防施設は,平成 26年 8月に発生した土砂災害を受け,現在工事中の安佐南区八木地区の砂

防施設を見学します. 

太田川放水路汽水域干潟は,災害時の緊急用河川敷道路が整備されており,汽水環境の保全が求められ,平

成17年に太田川生態工学研究会が発足しました.平成21年からは干潟実証実験サイトを設け,造成干潟の基

盤環境と生物環境について調査検討が行われ,平成 25 年に太田川放水路河口干潟における生態工学研究報

告書がまとめられています.エクスカーションでは干潟実証実験サイトを見学します． 

 

■コース・日程(予定) 

9 月 30日(月)  09：00 「JR広島駅」集合,貸切バスにて出発. 

10：30 温井ダム（見学） 

11：45 きっちんたまがわ（昼食 1時間） 

13：45 広島西部山系砂防施設（見学） 

15：10 太田川放水路汽水域干潟（見学） 

16：30 「JR広島駅」解散（道路交通事情により到着時間が異なります.） 

※定員 40名 先着順とします． 

※参加申し込みをされた方には，集合や移動，注意事項等の詳細を改めてお知らせします． 

※「JR広島駅」までの交通費は各自負担です． 

※悪天候等により見学を中止する場合があります。 
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【土木学会 CPDプログラム認定時間】 

実施日 行事名 時間 CPD単位 認定番号 

2019年 9月 27日 
応用生態工学会第 23回広島大会 

1日目(午前) 
3:00 3.0 JSCE19-1075 

2019年 9月 27日 
応用生態工学会第 23回広島大会 

1日目(午後) 
3:00 3.0 JSCE19-1076 

2019年 9月 28日 
応用生態工学会第 23回広島大会 

2日目（午前） 
3:00 3.0 JSCE19-1077 

2019年 9月 28日 
応用生態工学会第 23回広島大会  

2日目（午後） 
4:30 4.5 JSCE19-1078 

2019年 9月 29日 
応用生態工学会第 23 回広島大会 

公開シンポジウム 
3:50 3.9 JSCE19-1079 

2019年 9月 30日 
応用生態工学会第 23 回広島大会 

エクスカーション 
3:00 3.0 JSCE19-1080 
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【ポスター発表】 

■ポスター発表コアタイム A 【発表番号 末尾奇数番号】

令和元年 9 月 27 日（金）11:30～12:30 大学会館大集会室 

■ポスター発表コアタイム B 【発表番号 末尾偶数番号】

令和元年 9 月 27 日（金）13:30～14:30 大学会館大集会室 
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NORTHWESTERN SWITZERLAND. J.Raptor. 34(2):93-101 5)S.M.REDPATH(1995)Habitat fragmentation and the individual: tawny owls  in woodland 

patches. Journal of Animal Ecology 64,652-661 
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環境DNA分析における採水場所の違いが魚類種組成データに与える影響 

 

渡邊和希  *, 廣原嵩也  , 永峰義寛  , 山内寛  , 重吉実和  , 芦野洸介  , 山中裕樹   

1) 龍谷大学 

* (現) 株式会社エイト日本技術開発 

2) 中央復建コンサルタンツ株式会社 

1. はじめに 

環境 DNA 分析は、環境水に含まれる DNA を分析し水生生物の生息現況を評価することができる手法として注目され

ている。その中でも次世代シーケンサーを用いた環境DNA メタバーコーディング法は、水試料のみから魚類の種組成

を網羅的に明らかにできる強みがある。現在標準的な手法として行われている捕獲調査手法に比べると、現地での調査

は水をくむだけであり、調査努力量を大幅に削減できる。ただ、制限なしに採水地点を増やすことは困難なため、採水

する地点をあらかじめ絞り込む必要がある。例えば河川の場合、流心の他に溜まりやワンドなど様々な水域が存在し、

その違いによって生息する魚種も異なることが考えられる。しかし、まだその配置や数についてのコンセンサスは得ら

れておらず、課題の一つとして挙げられる。本研究は、環境 DNA 分析における適切な採水地点・採水回数を検討する

ことを目的とした予備的研究である。 

2. 方法 

調査は川幅約 25m の小規模河川である兵庫県加古川市の草谷川で行った。草谷川の約 1 ㎞に渡る流程内において流心

および溜まり・ワンドから採水し、検出種の比較を行い適切な採水地点の検討を行った。また、採水地点数の増加が検

出種数に及ぼす影響を評価するために、流心において採水地点数を 50m 間隔で増やし、地点ごとに検出される種組成の

違いを評価した。 

3. 結果と考察 

溜まり・ワンドで検出された種は全て流心でも検出され、さらに流心の方が検出種数が多かった。これにより、草谷

川程度の小規模河川では採水地点を異なる水域ごとに設定する必要性は低いことが示唆された。また、地点ごとに検出

された種組成の非類似度と地理的距離（採水地点間距離）の相関をマンテル検定によって求めた結果、0m から約 100m

までは、種組成の非類似度と地理的距離の間に有意な正の相関がみられたが、約 220m 以降の地点では有意な相関がみ

られず、種組成の違いが頭打ちになることが示唆された。よって、対象とした河川の規模では、流心での採水で魚類相

をおおむね把握することが可能なため、採水地点を細かく設定しなくてもよいことが示唆された。 
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「実践的な河川環境の評価・改善の手引き(案)」の活用状況と課題（速報） 
Uses and issues of “Guideline on practical evaluation and improvement of river 

environments”: A preliminary study 
 

中村圭吾 1),甲斐崇 2),早坂裕幸 3),竹内えり子 4),平田真二 5),黒石和宏 6),後藤勝洋 7),福島雅紀 8),舟橋弥生 9) 
1)土研, 2)四電技術, 3)いであ, 4)CTI, 5)エコー, 6)建設環境研究所, 7)リバフロ, 8)国総研, 9)国交省 

 

１．はじめに 

2018 年度末に発行された「実践的な河川環境の評価・改善の手引き(案)」は、直轄河川を対象に河川水辺の国勢

調査の河川環境基図作成調査等から得られる生息場情報を中心に簡易的かつ定量的に河川環境を評価し、その結果

を用いて区間別（標準 1km）の河川環境の特性と経年変化を把握し、改善することを目的として作成されたもので

ある。現在、国交本省の河川環境課を中心に全国的な展開が図られている。この手引きに先立って、すでに多くの

河川において検討や試行がなされており、その中で有用な知見が得られている。そこで、検討に関わった著者らを

中心に全国の活用事例を収集するとともに、その有効性や課題、実務における活用の状況について分析し、議論を

開始した。本稿は、その結果を速報的に報告するものである。 

２．方法 

 今回は第一段階として、著者ら本手法の開発や試行に関わったメンバーおよび社内関係者等を中心に、検討対象

河川、評価手法の長所・短所、評価手法を用いた際の特別の工夫（手引きは河川の状況に応じて柔軟に項目や評価

距離を変えてよいとしている）、評価手法以外の表現・分析の工夫、本手法の実務における活用場面等について情

報を収集し分析した。その分析結果をさらに著者らで議論し、有効性や課題、今後の展開について考察した。 

３．結果 

 速報値ではあるが、本手法はすでに全国 28 水系 33河川において検討・試行されている。本手法の長所としては

「河川環境に関して、わかりやすい指標で定量的、全国統一的なデータが取得できる」「河川環境の現状や変遷

が可視化されること」などの意見があった。短所やその解決策としては「これだけでは使いにくいので、河川環

境情報図とセットで作成する」「環境評価について、評価が妥当かどうかのチェックが必要である」などの意

見があった。手法を用いた際の工夫としては「左岸と右岸を分けて集計」「自然再生の効果を評価できるよう水

生植物帯に含む種を再生対象に限定して評価した」「工事区間の環境変化を評価することが目的だったため、左右

岸分けて 200m（※標準は１ｋｍ）間隔で作成した」など河川の特徴や事業目的に合わせた取組みがなされている。

評価手法以外の表現の工夫としては「（評価項目の）レーダーチャートを用いて河川環境の変化を見やすくした」

「生息適地モデルで予測したポテンシャルと生息場評価値の変化との関係を分析」などがあった。実務におけ

る活用の事例としては「自然再生事業の優先整備箇所を選定」「多自然川づくりの掘削時の配慮対象となる生息場

の検討」など幅広い利用が認められた。 

４．考察 

 本手法は既に多くの河川で試行され、簡易的かつ定量的な河川環境評価手法として有効であることが分かった。

一方、データを積み重ねることにより指標の妥当性の検証を進める必要がある。一覧性を重視した本手法のみでは

河川の本当の姿を実感することが困難である。本手法の結果を携えた現地踏査が重要であり、それは調査結果の精

度向上だけでなく職員の技術力向上も期待される。定量的な本手法を基礎資料とすることで、想定以上に自然再生

や河川改修など事業の EBPM（証拠に基づく政策立案）が進展していることは興味深い。本手法の有効性を明らかに

するためにも、これらのケーススタディをさらに分析し、情報を共有していくことが定量的な河川環境評価に基づ

く効果的な河川環境の保全と再生に重要である。また、中小河川や農地などの流域内の水環境の定量的評価につい

ては今後の課題である。 

PM-8PD-2

-47-



 

 
1) 2) 3) 

1) 2) 3)  
1  

  1 

2 

2  

 

2  

 2018

1

4 1 2

3 4

GLM  

 

3  

 2018 6

49

573

2.26

GLM

  

 

4  

 

 

 

PD-3

-48-



 

 
 

   

  

2018 3

 12

 

1)  

 

 

34 32 1)

 

 

 

 

-1

 

 

 

 1 3.0

 

 

 

 

 

1)

-1

 

50

0.59

 

 

 

 
 

 
1) 

20(1)
pp.107-115, 2017. 

-1  

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

(a) (b) (c) (d) (e) (f) 

PD-4

-49-



 
 

1) 2) 3) 4) 
1) 2) 3) 4) C 

 

1.  

1)

1)

  
2.  

32kp 39kp 12 19
-1) 39kp 44kp 21 26 -
2

1)

(m/year)
O D F C G S

Q C  
2

  

3.  

20 25
O 0.01(m/y) D 0.06(m/y) F 0.03(m/y)

27 C
0.03(m/y) G 0.00(m/y) S 0.05(m/y) C

G S
 

2 2
1

 

 
 

1) Vol.24 pp.173-178 2018. 

-1.   -2. 

PD-5

-50-



PD-6

-51-



 

 

1) 1) 1) 
1  

1  

 

 

 

 

 

 

 

2  

 2018 10 1

10 26-27 2 4 25 3

3

10 m2 3  

 

3  

 2 47

5,351 16 390

 

 

 

 

  

 

10 4

0

5

10

15

20

25

10 4 10 4

1

2

1

2

1

2

1

1
2

0

2

4

6

8

10

10 4 10 4 10 4

1

2

1

2

12

1

1

2

0

1500

3000

4500

6000
1

2

1
2

1

2

1

12

0

1

2

3

4

5

1

2

1

2

1

2

1
1

2

PD-7

-52-



Sediment microbial diversity and community composition of restored gravel 
bars in the Trinity River, California 

 

Joeselle M. Serrana 1), Bin Li 1,2), Tetsuya Sumi 3), Yasuhiro Takemon 3), Kozo Watanabe 1) 

1) Department of Civil and Environmental Engineering, Ehime University, 2) Institute of 
Environment and Ecology, Shandong Normal University, 3) Disaster Prevention Research 

Institute, Kyoto University 
 

1. Introduction 

Gravel bars play important ecological roles in rivers, 
specifically in retaining organic matter filtered from 
surface waters making it available for utilization by 
stream biota as energy resources with consequent 
benefits to water quality and the self-purification 
capacity of the river [1]. It is important to assess as 
to how and to what extent the microbial biodiversity 
in the hyporheic zones of the restored gravel bars in 
the Trinity River downstream of the Lewiston Dam 
contributes to riverine ecosystem functioning and 
resilience, specifically on the water quality and the 
self-purification capacity of the river. 

Utilizing metabarcoding, we characterized the 
microbial diversity, and assign putative functions 
on identified microbial communities in relation to 
the morphological features of the restored gravel 
bars.  Four natural and two artificial gravel bars 
along the Trinity River channel were chosen for 
sampling. Additionally, two natural gravel bars on 
a tributary (not influenced by dam operation) were 
assessed as reference sites, along with four eroded 
reaches lacking bar sedimentation. 

2. Methods 

 

Figure 1. Points sampled in each sampling site (i.e. gravel bars 
and free-flowing river segment) on the Trinity and tributary 
rivers. 

Sediment were collected at different points (See Fig. 
1) and 16S amplicon libraries were prepared 
following the EMP Illumina amplicon protocol 
using barcoded 515fB and 806rB primers. Resulting 
reads were processed through the DADA2 pipeline 
and assigned taxonomic information via SILVA-
ACT. FAPROTAX [2] was used to map the 
prokaryotic taxa to metabolic or other ecologically 
relevant functions based on published studies of 
their cultured representatives. 

3. Results and Discussion 

From 6.4M demultiplexed reads, 977,463 non-
chimeric reads were obtained and assigned to 2,855 
amplicon sequence variants (ASVs). After 
taxonomic identification via the SILVA-ACT 
database, the most abundant taxa are 
Proteobacteria, Bacteroidetes and Acidobacteria 
(Fig. 2). 
 

 

Figure 2. Log-transformed relative abundance of reads identified 
at the phylum level. 

For the FAPROTAX assignment, 30 out of 90 
functional groups were assigned. The top three 
biogeochemical functions observed were 
chemotherapy, aerobic chemotherapy and 
predatory/ectoparasitic. Here, we utilized 
metabarcoding analysis to assess the microbial 
diversity, identify the microbial community and 
putative functional groups on the sediments 
collected from restored gravel bars. 

4. References 

[1] Boulton et al. (2008). Biodiversity, functional 
roles and ecosystem services of groundwater 
invertebrates , 22(2), 103-
116. 
 

[2] Louca, S., Parfrey, L. W., & Doebeli, M. (2016). 
Decoupling function and taxonomy in the global 
ocean microbiome. , 353(6305), 1272-1277. 
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オオヨシキリ Acrocephalus arundinaceus のソングポストの分布を指標とした

ビオトープの環境評価 

大竹邦暁 1)，前川尚嗣 1) 

1)中電技術コンサルタント株式会社

1.はじめに

岡山県瀬戸市の錦海塩田跡地における大規模太陽光発電所建設事業に伴い、ミティゲーションの一環としてビオ

トープが造成された。このビオトープには完成直後から、保全目標としていたオオヨシキリが多数ソングポストを

構え、その密度は事業地外の既存の生息地と比べて高くなった。ビオトープは、設計に際しオオヨシキリをはじめ

とする多様な生物のハビタットとして機能するように留意したが、特にどのような環境要素が効果をもたらしたか

について、Maxentを用いて作成したソングポスト分布モデルに基づき検討した。 

2.調査方法

モデル作成における目的変数としてオオヨシキリのソ

ングポストの位置を調査で確認し、説明変数を得るため

に相観植生図を作成した。植生図とソングポスト分布図

をオーバーレイし、各ソングポスト周辺の一定距離範囲

内の植生や水域の面積、周長を計算し、説明変数を得た。 

次に、Maxentを用いて、ビオトープ造成エリア（図 1

の赤い四角の範囲）のソングポストの分布を最もよく説

明するモデルを作成し、寄与率が高い環境条件を抽出し、

生態学的な論理と矛盾しないかを検討した。 

最後に、作成されたモデルを事業地外の調査範囲に外

挿し、ソングポストと、モデルに基づくソングポストの

出現確率分布との整合性を確認した。 

3.結果

オオヨシキリは、葭原の中から突き出したヨシ

Phragmites australis の頂部をソングポストとする様子が

目立ったが、作成したモデルに基づくと、「ソングポスト

周辺のヨシの面積率が高いほど、ソングポストになりや

すいが、ヨシばかり生えている場所よりも、その中に低

木や水面が混在する場所の方が適している。」と説明でき

る結果が得られた。 

また、このモデルを、ビオトープ造成エリアを除く調

査地全体に外挿した結果、出現確率が高いと判定された

場所と、オオヨシキリのソングポストの分布は、一部を

除き類似していた。 

4.考察

ビオトープの設計では、一様であった地形に折れ曲がった水路を造成し、様々な環境が形成されたが、作成した

モデルによって、特に水路や低木が一部混在する葭原の形成が、オオヨシキリの保全に有効であったと考えられる。

本研究をご支援いただいた瀬戸内 kirei 未来創り合同会社及びくにうみアセットマネジメント株式会社に心より

感謝いたします． 

図 1 ソングポストの出現確率分布 
白いドットはソングポストを示す。図中左のバー

チャートで青から赤に向かうほど、ソングポストの

出現確率が高い。

表 1 重要な説明変数の寄与率 

図 2 説明変数とソングポスト出現確率の関係の例 
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Study on structure and ecological functions of secondary mangrove forests for
introducing silvofishery system to shrimp culture ponds at the Lam River estuary

Kazuya Takahashi1, Tran Thi Tuyen1, Shiro Matsunami2

1 Vinh University, 2 OYO Corporation

1. Introduction

Study site named Huong Hoa commune Nghe An province is located at the estuary of the Lam River, flowing through

North-Central Vietnam and shrimp culture is one of the main industries in this area. With rapid expansion of shrimp culture

ponds in the begging of the 2000s, vegetation including mangrove forests has been decreased, which degrades regional

ecosystem services.

Considering above, the central government of Vietnam launched policy of “Green Economic Development” at the Lam River

estuary, however few concrete measures have been conducted. Silvofishery system, i.e. mixture of mangrove silviculture and

shrimp culture, has recently been introduced to many shrimp culture ponds e.g. to Ngoc Hien district, Ca Mau province at

Mekong Delta, Semarang city, Indonesia and it is expected for a measure for restoration of regional ecosystems.

2. Objectives

Secondary mangrove forests are distributed in/around the canals adjacent to the shrimp culture ponds at the Lam River estuary.

This study aims to understand (1) species composition and its distribution pattern, (2) sediment and nutrient retention effects of

secondary mangrove forests in the canal in order to design the slivofishery system and to evaluate its water purifying

efficiency.

3. Results

3-1. Species composition and its distribution pattern

In the study site four mangrove species and five associate species1) were confirmed, and Aegicerus corniculatum and

Sonneratia caseolaris are the dominant mangrove species. Tree height distribution pattern of these two species with herbal

species distribution in the riverine mangrove forest indicates a change in the vegetation gradient from the lower to the higher

ground level; A. corniculatum with Cyperus malaccensis A. corniculatum with young trees of S. caseolaris S. caseolaris

or S. caseolaris with Acanthus spp.2) It implies that A. corniculatum firstly dominates on the lower to the middle ground level

after that it is gradually replaced by S. caseolaris.

3-2. Sediment and nutrient retention effect

Mangrove forests are known as a filter of sediment and nutrient3), but few in-situ observations of filtering effect at silvofishiery

system to shrimp culture have been reported. In this study sedimentation and nutrient retention in the overwashed mangrove

forests both at high and low tides, growing in the canal adjacent to the shrimp culture ponds will be discussed.

1) Vu Tan Phung, National Report on Mangroves in South China Sea, Vietnam.
2) For Acanthus two species; A. ebracteatus and A. ilicifolius are probably distributed in the study site, but only A. ebracteatus was

confirmed in this study.
3) DOEE, Australian Government (2016) Coastal wetlands-Mangroves and saltmarshes
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環境 DNA 技術を用いた手軽なイワナ在来個体群判定の試み 

 

国土交通省 北陸地方整備局 神通川水系砂防事務所 中山真二＊1、中川雅允、千財利治＊2 

（現所属 *1:北陸地方整備局 黒部河川事務所、*2:北陸地方整備局 富山河川国道事務所） 

株式会社建設技術研究所 ○澤樹征司、柴田閑、吉井千晶、川尻啓太、那須正英 

 

1．はじめに 

砂防事業を進めるにあたり保全対象として挙がる機会が

多いイワナの在来個体は、外見では判断がつかない。よっ

てその判定には「聞き取りにより在来個体群を推定する」

「個体を採捕し、体組織を切除したうえで DNA 解析を行

う」など、多大な手間と費用を要している。 

ところで近年、水中を漂う生物の組織片を採取してDNA

解析を行う「環境DNA」と呼ばれる技術が発達し、種の判

定に活用されるようになってきた。 

本稿では、環境 DNA 解析手法により安価かつ手軽なイ

ワナのハプロタイプの判定を試行した結果を報告する。 

2．取組みの概要 

2-1．環境DNAサンプルの採水 

岐阜県北部を流れる小渓流の最上流部に位置し、流路が

分断され外部から魚の移入が生じない区間を対象とした。

なおこの水域に生息するイワナは、平成30年の夏に5個体

のイワナから採取した油鰭をもとにハプロタイプの判定が

行われ、全個体とも北陸地方にて自然分布が知られている

Hap-14と呼ばれるタイプであることが判明している。 

当該水域の下流端及び中間部にて、環境 DNA 分析用の

試料水を 2 リットル採水し、ベンザルコニウム塩化物液を

10ml添加し、常温にて分析室に輸送した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2．環境DNAの解析 

サンプル水1Lをグラスフィルター(Whatman GF/F)で濾過

し、市販のキットを用いて DNA を抽出した (DNeasy Blood 

and Tissue Kit : QIAGEN社)。得られたDNAを用いてライ

ブラリ調整を行い(16 反復)、シーケンシングを行った

(MiSeq Reagent Kit v3 600 cycles, MiSeq : Illumina社)。

次いでQIIME2を用い、得られたDNA配列からシーケンシン

グエラーとプライマー配列の除去、ペア配列の結合、OTU

解析を行った。OTU 解析を行った結果、64 個の塩基配列デ

ータが得られた。 

2-2．解析結果の解釈 

得られた 64 個の塩基配列データをハプロタイプデータ

ベースと照合したところ、うち63個がHap-14に、残る1

つが Hap-15 に合致した。ただし Hap-15 のデータのリー

ド数は全体の 0.19%に過ぎず、かつ Hap-14 と Hap-15 の

両方の特徴を有していたことから、前処理時に偶発的に発

生したエラーであると考えられた。この結果、解析結果は

全てHap-14であると判断された。 

3．考察 

環境 DNA によるハプロタイプ判定の結果、油鰭による

判定結果と同様に Hap-14 のみと判定され、本技術の有効

性を一定程度確認することができた。ただし前処理時のエ

ラーにて異なるハプロタイプと判定される（偽陽性）事が

ある等、より確実なハプロタイプ判定法の確立が課題とし

て残されている。 

本技術は発展途上であるため、これのみで在来個体群生

息水域を確定的に判断することは尚早であり、慎重な判断

には体組織を用いた在来個体群判定法を尊重することが望

ましい。しかし以下の手順で在来個体群判定の効率化を図

ることは可能であろう。 

①手始めに、手軽に環境DNAにより判定を行う。 

②判定の結果、在来個体群と思われるハプロタイプのみが

確認された場合、個体の採捕によるハプロタイプ判定を

行い、確定する。併せて奇形の有無や遺伝的多様性の解

析等を通じ、保全対策の検討に進む。 

これにより、コスト縮減はもとよりイワナ個体への調査

圧による影響の低減も期待できる。よってこれからも試行

を重ねつつ技術開発に取組むとともに、イワナ以外の種に

ついても適用範囲を広げていきたい。 

4．謝辞 

環境 DNA を用いたイワナのハプロタイプ判定のアイディ

アの実現は、株式会社生物技研・中野江一郎氏、半田佳宏

氏らによる技術開発をもってなし得ました。ここに厚く御

礼申し上げます。 

左／旧来の解析用サンプル採取状況。採捕と鰭切りの手間が必要。
右／環境DNA解析用の試料採取。流れに向けコンタミを避けつつ採水する。
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salmon are influenced by seasonal and locational prey availability.2012, 
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霞ヶ浦における湖岸植生帯の現状と保全対策施設の効果について 
 

大石三之 1），渡邊敬史 1），土方淳 1），永井一郎 2），小野正人 3） 
1）(株) 建設技術研究所，2）国土交通省関東地方整備局下館河川事務所， 

3）国土交通省関東地方整備局利根川下流河川事務所 
1.はじめに 

霞ヶ浦の湖岸には，かつて抽水植物，浮葉植物，沈水植物など多様な植生帯が形成されていたが，昭和 40 年代

からの流域の人口増加に伴う水質悪化や湖岸堤築造等により，S47 年から H9 年の 25 年間で，沈水・浮葉植物帯

はほぼ消滅し，抽水植物帯は約半分程度まで減少した。また，近年においても湖岸植生の減少が確認されたため，

各機関では消波施設整備や前浜造成などによって植生帯を復元し，保全対策を継続的に行っている。 

本研究では，既往の調査データを活用して，霞ヶ浦開発事業の管理（管理目標水位による水位運用）を開始した

H8 年以降の湖岸植生の増減状況の実態を把握するとともに，保全対策の効果についてとりまとめたものである。 

2.調査方法 

霞ヶ浦の西浦を対象として，航空写真の判読により群落区分を行った植生図（一部，簡易オルソ化による面積補

正実施）を用いて，湖岸堤の護岸前面から沖側の範囲（Y.P.+1.5m 以下）の湖岸植生の面積を計測した。 

植生面積は，霞ヶ浦の距離標を基準に 1km 区間ごとに整理した上で，保全対策施設の有無で区分した。 

3.結果および考察 

(1)湖岸植生の変遷 

湖岸植生面積の経年変化を図 1 に示す。 

西浦全体では，H8 年度時点で 129ha 存在し

た湖岸植生が，H21 年度には 109ha にまで減

少した。その後，保全対策の効果等もあり H28

年度には 113ha にまで回復した。 

保全対策が未施工箇所の湖岸植生の減少量は，

H8年度からH21年度までは約 2ha/年であった

が，H21 年度から H28 年度では約 0.6ha/年ま

で低下しており，近年，湖岸植生の減少傾向は

やや安定化していることが確認された。 

また，H8 年度と H21 年度の植生の分布高等

を比較すると，YP+1.0～1.2m の高さの地盤と

そこに分布していたヨシ等抽水植生（西浦の主

要植生）が大幅に減少しており，この高さは

H8 年度以降に冠水率が大きく変化した比高で

あった（図 2）。 

(2)保全対策施設の効果 

西浦の代表的な保全対策としては，離岸堤等による消波施設（波浪対

策等）が挙げられる。その施設配置を見ると，植生帯前面に消波施設の

みが存在するタイプ（前面タイプ）と，前面の消波施設のほかに，船溜

り等により植生帯が構造物等で囲われているタイプ（囲繞タイプ）に区

分される。 

前面タイプでは植生面積が維持され，囲繞タイプ

では植生面積が増加する傾向が見られた（図 3）。 

また，波浪対策では離岸堤の整備のほか，養浜

等が併せて実施されている箇所があり，養浜箇所

では植生面積は増加するが，樹林化が進行するケ

ースが多く見られた（図 4）。 

図 3 施設配置別の面積変化（H16⇒H28）
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図 1 湖岸植生面積の経年変化

図 2 ヨシ等抽水植生，地盤の分布度数と冠水率の関係

図 4 波浪対策工（養浜有り無し）の湖岸植生面積の変化
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